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(57)【要約】
【課題】有機電界発光表示装置が高い周波数で駆動され
る場合、消費電力の上昇、安全性の低下、製造コストの
上昇などのような問題が発生する。
【解決手段】本発明は、低い駆動周波数で駆動され得る
ようにした有機電界発光表示装置に関する。本発明は、
互いに交互に配置される第１サブ画素及び第２サブ画素
を含む有機電界発光表示装置の駆動方法において、ｉ（
ｉは１、３、５、．．．）フレーム期間に前記第１サブ
画素を非発光状態に設定する段階と、前記ｉフレーム期
間に第１走査信号を順次供給しながら、前記第１サブ画
素を水平ライン単位で選択する段階と、ｉ+１フレーム
期間に前記第２サブ画素を非発光状態に設定する段階と
、前記ｉ+１フレーム中、第２走査信号を順次供給しな
がら、前記第２サブ画素を水平ライン単位で選択する段
階とを含み、前記ｉフレーム期間に前記第２サブ画素が
発光状態に設定され、前記ｉ+１フレーム期間に前記第
１サブ画素が発光状態に設定される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交互に配置される第１サブ画素及び第２サブ画素を含む有機電界発光表示装置の
駆動方法において、
　ｉ（ｉは１、３、５、．．．）フレーム期間に前記第１サブ画素を非発光状態に設定す
る段階と、
　前記ｉフレーム期間に第１走査信号を順次供給しながら、前記第１サブ画素を水平ライ
ン単位で選択する段階と、
　ｉ+１フレーム期間に前記第２サブ画素を非発光状態に設定する段階と、
　前記ｉ+１フレーム中、第２走査信号を順次供給しながら、前記第２サブ画素を水平ラ
イン単位で選択する段階と
　を含み、
　前記ｉフレーム期間に前記第２サブ画素が発光状態に設定され、前記ｉ+１フレーム期
間に前記第１サブ画素が発光状態に設定されることを特徴とする有機電界発光表示装置の
駆動方法。
【請求項２】
　前記第１走査信号によって選択された前記第１サブ画素は、右側データ信号の供給を受
けることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第２走査信号によって選択された前記第２サブ画素は、左側データ信号の供給を受
けることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記第１サブ画素は第１発光制御線に共通して接続され、前記第１発光制御線に供給さ
れる第１発光制御信号に対応して同時に発光又は非発光状態に設定されることを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記第２サブ画素は第２発光制御線に共通して接続され、前記第２発光制御線に供給さ
れる第２発光制御信号に対応して同時に発光又は非発光状態に設定されることを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　第１フレーム期間に非発光状態に設定された第１サブ画素に右側データ信号に対応する
電圧を充電させる段階と、
　第２フレーム期間に前記第１サブ画素と交互に配置され、非発光状態に設定された第２
サブ画素に左側データ信号に対応する電圧を充電させる段階と
　を含み、
　前記第１フレーム期間に前記第２サブ画素が発光状態に設定され、前記第２フレーム期
間に前記第１サブ画素が発光状態に設定されることを特徴とする有機電界発光表示装置の
駆動方法。
【請求項７】
　第１走査線と接続される第１サブ画素と、
　第２走査線と接続され、前記第１サブ画素と交互に配置される第２サブ画素と、
　前記第１サブ画素と共通して接続される第１発光制御線と、
　前記第２サブ画素と共通して接続される第２発光制御線と、
　ｉ（ｉは１、３、５、．．．）フレーム期間に前記第１走査線に第１走査信号を順次供
給し、前記第１発光制御線に第１発光制御信号を供給するための第１走査駆動部と、
　ｉ+１フレーム期間に前記第２走査線に第２走査信号を順次供給し、前記第２発光制御
線に第２発光制御信号を供給するための第２走査駆動部と
　を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１発光制御線に前記第１発光制御信号が供給されるとき、前記第１サブ画素は非
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発光状態に設定されることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２発光制御線に前記第２発光制御信号が供給されるとき、前記第２サブ画素は非
発光状態に設定されることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第１サブ画素はｊ（ｊは奇数又は偶数）番目のデータ線と接続され、前記第２サブ
画素はｊ+１番目のデータ線と接続されることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１１】
　前記ｉフレーム期間に前記第１走査信号に同期されるように前記ｊ番目のデータ線に右
側データ信号を供給し、前記ｉ+１フレーム期間に前記第２走査信号に同期されるように
前記ｊ+１番目のデータ線に左側データ信号を供給するデータ駆動部を備えることを特徴
とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１及び第２走査線と交互に形成されるデータ線を備え、互いに隣接する第１サブ
画素及び第２サブ画素は１つのデータ線に共通して接続されることを特徴とする請求項７
に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記ｉフレーム期間に前記第１走査信号に同期されるように前記データ線に右側データ
信号を供給し、前記ｉ+１フレーム期間に前記第２走査信号に同期されるように前記デー
タ線に左側データ信号を供給するデータ駆動部を備えることを特徴とする請求項１２に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　互いに隣接するように位置する第１サブ画素及び第２サブ画素は、同一色の光を生成す
ることを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　第１色の光を生成する第１サブ画素及び第２サブ画素と、第２色の光を生成する第１サ
ブ画素及び第２サブ画素と、第３色の光を生成する第１サブ画素及び第２サブ画素が１つ
の画素をなすことを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第１サブ画素のそれぞれは、
　有機発光ダイオードと、
　前記第１走査線に第１走査信号が供給される時に前記右側データ信号に対応する電圧を
充電し、充電された電圧に対応して前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御す
る画素回路と、
　前記有機発光ダイオードと前記画素回路との間に接続され、前記第１発光発光制御線に
前記第１発光制御信号が供給される時にターンオフされ、その他の場合にターンオンされ
る制御トランジスタと
　を備えることを特徴とする請求項１１又は１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記第２サブ画素のそれぞれは、
　有機発光ダイオードと、
　前記第２走査線に第２走査信号が供給される時に前記左側データ信号に対応する電圧を
充電し、充電された電圧に対応して前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御す
る画素回路と、
　前記有機発光ダイオードと前記画素回路との間に接続され、前記第２発光発光制御線に
前記第２発光制御信号が供給される時にターンオフされ、その他の場合にターンオンされ
る制御トランジスタと
　を備えることを特徴とする請求項１１又は１３に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、低い駆動周波数で駆動
され得るようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ
 Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものであって、これは速い応答速度を有す
ると同時に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリックス状
に配列される複数の画素を備える。画素は通常、有機発光ダイオード、駆動トランジスタ
を含む２つ以上のトランジスタ及び１つ以上のキャパシタからなる。
【０００５】
　このような有機電界発光表示装置は、３Ｄ映像を実現するために、図１に示すように、
１６.６ｍｓの期間に４つのフレームを含む。４つのフレームのうち、第１フレームは左
側映像を表示し、第３フレームは右側映像を表示する。そして、第２フレーム及び第４フ
レームは、ブラックの映像を表示する。
【０００６】
　シャッタ眼鏡は第１フレーム期間に左側の眼鏡で光の供給を受け、第３フレーム期間に
右側の眼鏡で光の供給を受ける。このとき、シャッタ眼鏡の着用者はシャッタ眼鏡を通じ
て供給される映像を３Ｄで認知する。第２フレーム及び第４フレーム期間に表示されるブ
ラックの映像は、左側及び右側映像が混在してクロストーク（Ｃｒｏｓｓ Ｔａｌｋ）現
象が発生するのを防止する。
【０００７】
　しかし、従来は１６.６ｍｓの期間に４つのフレームが含まれ、それにより、２４０Ｈ
ｚの駆動周波数で駆動されなければならないという問題がある。このように、有機電界発
光表示装置が高い周波数で駆動される場合、消費電力の上昇、安全性の低下、製造コスト
の上昇などのような問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、低い駆動周波数で駆動
され得るようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施形態に係る互いに交互に配置される第１サブ画素及び第２サブ画素を含む
有機電界発光表示装置の駆動方法は、ｉ（ｉは１、３、５、．．．）フレーム期間に前記
第１サブ画素を非発光状態に設定する段階と、前記ｉフレーム期間に第１走査信号を順次
供給しながら、前記第１サブ画素を水平ライン単位で選択する段階と、ｉ+１フレーム期
間に前記第２サブ画素を非発光状態に設定する段階と、前記ｉ+１フレーム中、第２走査
信号を順次供給しながら、前記第２サブ画素を水平ライン単位で選択する段階とを含み、
前記ｉフレーム期間に前記第２サブ画素が発光状態に設定され、前記ｉ+１フレーム期間
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に前記第１サブ画素が発光状態に設定される。
【００１０】
　好ましくは、前記第１走査信号によって選択された前記第１サブ画素は、右側データ信
号の供給を受ける。前記第２走査信号によって選択された前記第２サブ画素は、左側デー
タ信号の供給を受ける。前記第１サブ画素は第１発光制御線に共通して接続され、前記第
１発光制御線に供給される第１発光制御信号に対応して同時に発光又は非発光状態に設定
される。前記第２サブ画素は第２発光制御線に共通して接続され、前記第２発光制御線に
供給される第２発光制御信号に対応して同時に発光又は非発光状態に設定される。
【００１１】
　本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、第１フレーム期間に非発
光状態に設定された第１サブ画素に右側データ信号に対応する電圧を充電させる段階と、
第２フレーム期間に前記第１サブ画素と交互に配置され、非発光状態に設定された第２サ
ブ画素に左側データ信号に対応する電圧を充電させる段階とを含み、前記第１フレーム期
間に前記第２サブ画素が発光状態に設定され、前記第２フレーム期間に前記第１サブ画素
が発光状態に設定される。
【００１２】
　本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、第１走査線と接続される第１サブ画
素と、第２走査線と接続され、前記第１サブ画素と交互に配置される第２サブ画素と、前
記第１サブ画素と共通して接続される第１発光制御線と、前記第２サブ画素と共通して接
続される第２発光制御線と、ｉ（ｉは１、３、５、．．．）フレーム期間に前記第１走査
線に第１走査信号を順次供給し、前記第１発光制御線に第１発光制御信号を供給するため
の第１走査駆動部と、ｉ+１フレーム期間に前記第２走査線に第２走査信号を順次供給し
、前記第２発光制御線に第２発光制御信号を供給するための第２走査駆動部とを備える。
【００１３】
　好ましくは、前記第１発光制御線に前記第１発光制御信号が供給されるとき、前記第１
サブ画素は非発光状態に設定される。前記第２発光制御線に前記第２発光制御信号が供給
されるとき、前記第２サブ画素は非発光状態に設定される。前記ｉフレーム期間に前記第
１走査信号に同期されるように前記ｊ番目のデータ線に右側データ信号を供給し、前記ｉ
+１フレーム期間に前記第２走査信号に同期されるように前記ｊ+１番目のデータ線に左側
データ信号を供給するデータ駆動部を備える。
【００１４】
　互いに隣接するように位置する第１サブ画素及び第２サブ画素は、同一色の光を生成す
る。第１色の光を生成する第１サブ画素及び第２サブ画素と、第２色の光を生成する第１
サブ画素及び第２サブ画素と、第３色の光を生成する第１サブ画素及び第２サブ画素が１
つの画素をなす。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、右側映像を表示する第１サ
ブ画素及び左側映像を表示する第２サブ画素がフレームを基準に交互に発光される。ここ
で、第１サブ画素が発光する期間に第２サブ画素にデータ信号を供給し、第２サブ画素が
発光する期間に第１サブ画素にデータ信号を供給するため、１２０Ｈｚの駆動周波数で３
Ｄ映像を実現できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】３Ｄ映像を実現するための従来のフレーム期間を示す図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】図２に示す第１及び第２走査駆動部で供給される駆動波形を示す波形図である。
【図４】本発明の実施形態に係るフレーム期間を示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る画素を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係るサブ画素の構造を示す回路図である。



(6) JP 2012-93688 A 2012.5.17

10

20

30

40

50

【図７】本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好適な実施形態が添付された図２～図７を参照して詳細に説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１８】
　図２は、本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
　図２を参照すれば、本発明の第１実施形態に係る有機電界発光表示装置は、第１走査線
Ｓ１１～Ｓ１ｎ及び奇数番目のデータ線Ｄ１、Ｄ３、．．．の交差部に位置する第１サブ
画素１４２と、第２走査線Ｓ２１～Ｓ２ｎ及び偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、．．．の
交差部に位置する第２サブ画素１４４と、第１サブ画素１４２と共通して接続される第１
発光制御線Ｅ１と、第２サブ画素１４４と共通して接続される第２発光制御線Ｅ２と、第
１走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎ及び第１発光制御線Ｅ１を駆動するための第１走査駆動部１１０
と、第２走査線Ｓ２１～Ｓ２ｎ及び第２発光制御線Ｅ２を駆動するための第２走査駆動部
１２０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１３０と、第１走査駆動部
１１０、第２走査駆動部１２０及びデータ駆動部１３０を制御するためのタイミング制御
部１５０とを備える。
【００１９】
　第１走査駆動部１１０は、図３及び図４に示すように、ｉ（ｉは１、３、５、．．．）
フレーム期間に第１走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに第１走査信号を順次供給する。そして、第１
走査駆動部１１０は、ｉ番目のフレーム期間に第１発光制御線Ｅ１に第１発光制御信号を
供給する。ここで、第１走査信号はサブ画素１４２、１４４に含まれているトランジスタ
がターンオンされ得る電圧（例えば、ロウ電圧）に設定され、第１発光制御信号はトラン
ジスタがターン-オフされ得る電圧（例えば、ハイ電圧）に設定される。
【００２０】
　第２走査駆動部１２０は、ｉ+１フレーム期間に第２走査線Ｓ２１～Ｓ２ｎに第２走査
信号を順次供給し、第２発光制御線Ｅ２に第２発光制御信号を供給する。ここで、第２走
査信号はサブ画素１４２、１４４に含まれているトランジスタがターンオンされ得る電圧
（例えば、ロウ電圧）に設定され、第２発光制御信号はトランジスタがターン-オフされ
得る電圧（例えば、ハイ電圧）に設定される。
【００２１】
　データ駆動部１３０は、ｉフレーム期間に第１走査信号と同期されるように奇数番目の
データ線Ｄ１、Ｄ３、．．．にデータ信号を供給し、ｉ+１フレーム期間に第２走査信号
と同期されるように偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、．．．にデータ信号を供給する。こ
こで、データ駆動部１３０はｉフレーム期間に右側データ信号を供給し、ｉ+１フレーム
期間に左側データ信号を供給する。
【００２２】
　一方、本発明では説明の便宜上、第１サブ画素１４２が奇数番目のデータ線Ｄ１、Ｄ３
、．．．と接続され、第２サブ画素１４４が偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、．．．と接
続されると図示したが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、第１サブ画素
１４２が偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、．．．と接続され、第２サブ画素１４４が奇数
番目のデータ線Ｄ１、Ｄ３、．．．と接続されてもよい。
【００２３】
　タイミング制御部１５０は、第１走査駆動部１１０、第２走査駆動部１２０及びデータ
駆動部１３０を制御する。
【００２４】
　第１サブ画素１４２及び第２サブ画素１４４は、水平ラインで互いに交互に配置される
。３Ｄ映像を実現するとき、第１サブ画素１４２は右側映像を表示し、第２サブ画素１４
４は左側映像を表示する。
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【００２５】
　詳細に説明すれば、第１サブ画素１４２は第１走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎ及び奇数番目のデ
ータ線Ｄ１、Ｄ３、．．．の間に位置される。このような第１サブ画素１４２は、ｉフレ
ーム期間に第１走査線Ｓ１１～Ｓ１ｎに供給される第１走査信号に対応して水平ライン単
位で選択されながら、奇数番目のデータ線Ｄ１、Ｄ３、．．．から右側データ信号の供給
を受ける。
【００２６】
　一方、第１サブ画素１４２が右側データ信号の供給を受けるｉフレーム期間に第１発光
制御線Ｅ１に第１発光制御信号が供給され、それにより、第１サブ画素１４２はｉフレー
ム期間に非発光状態に設定される。そして、第１サブ画素１４２は、第１発光制御信号が
供給されないｉ+１フレーム期間に発光状態に設定される。
【００２７】
　第２サブ画素１４４は、第２走査線Ｓ２１～Ｓ２ｎ及び偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４
、．．．の間に位置される。第２サブ画素１４４は、ｉ+１フレーム期間に第２走査線Ｓ
２１～Ｓ２ｎに供給される第２走査信号に対応して水平ライン単位で選択されながら、偶
数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、．．．から左側データ信号の供給を受ける。
【００２８】
　一方、第２サブ画素１４４が左側データ信号の供給を受けるｉ+１フレーム期間に第２
発光制御線Ｅ２に第２発光制御信号が供給され、それにより、第２サブ画素１４４はｉ+
１フレーム期間に非発光状態に設定される。そして、第２サブ画素１４４は、第２発光制
御信号が供給されないｉフレーム期間に発光状態に設定される。
【００２９】
　シャッタ眼鏡は、第２サブ画素１４４が発光するｉフレーム期間に左側の眼鏡で光の供
給を受け、第１サブ画素１４２が発光するｉ+１フレーム期間に右側の眼鏡で光の供給を
受ける。このとき、シャッタ眼鏡の着用者は、シャッタ眼鏡を通じて供給される映像を３
Ｄで認知する。
【００３０】
　一方、本発明では第１サブ画素１４２が発光する期間に第２サブ画素１４４が非発光状
態に設定され、第２サブ画素１４４が発光する期間に第１サブ画素１４２が非発光状態に
設定される。従って、左側及び右側映像が混在するクロストーク現象が発生しない。更に
、本発明では１６.６ｍｓの期間に２つのフレーム（ｉＦ、ｉ+１Ｆ）だけが含まれるため
、１２０Ｈｚの駆動周波数で駆動され得る。
【００３１】
　図５は、本発明の実施形態に係る画素を示す図である。
　図５を参照すれば、本発明において第１サブ画素１４２及び第２サブ画素１４４は、フ
レーム期間毎に互いに交互に発光する。従って、ｉフレーム及びｉ+１フレームのそれぞ
れの期間に所望のカラー映像が表示され得るように互いに隣接して位置する第１サブ画素
１４２及び第２サブ画素１４４は同一色の光を生成する。
【００３２】
　即ち、赤色（又は第１色）の光を生成するための第１サブ画素１４２、第２サブ画素１
４４が互いに隣接するように形成され、緑色（又は第２色）の光を生成するための第１サ
ブ画素１４２及び第２サブ画素１４４が互いに隣接するように形成される。また、青色（
又は第３色）の光を生成するための第１サブ画素１４２及び第２サブ画素１４４で互いに
隣接するように形成される。ここで、赤色、緑色及び青色の光をそれぞれ生成する３つの
第１サブ画素１４２及び赤色、緑色及び青色の光をそれぞれ生成するための３つの第２サ
ブ画素１４４が１つの画素１４６をなす。
【００３３】
　図６は、本発明の実施形態に係るサブ画素を示す回路図である。本発明において第１サ
ブ画素１４２及び第２サブ画素１４４は同じ画素構造に設定される。図６では説明の便宜
上、第２サブ画素１４４を示す。
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【００３４】
　図６を参照すれば、本発明の実施形態に係る第２サブ画素１４４は、有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回
路１４８と、画素回路１４８と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続される制御トラ
ンジスタＣＭとを備える。
【００３５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、制御トランジスタＣＭに接続され、カ
ソード電極は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄは、画素回路１４８から供給される電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【００３６】
　画素回路１４８は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。この
ような画素回路１４８は、現在公知となっている多様な形態の回路で構成され得る。例え
ば、画素回路１４８は第１トランジスタＭ１、第２トランジスタＭ２及びストレージキャ
パシタＣｓｔを備える。
【００３７】
　第１トランジスタＭ１の第１電極は、データ線Ｄｍに接続され、第２電極は、第２トラ
ンジスタＭ２のゲート電極に接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲート電極は
、第２走査線Ｓ２ｎに接続される。このような第１トランジスタＭ１は、第２走査線Ｓ２
ｎに第２走査信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍと第２トランジスタＭ
２のゲート電極を電気的に接続させる。
【００３８】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は、制
御トランジスタＣＭの第１電極に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電
極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続される。このような第２トランジスタＭ２
は、自身のゲート電極に接続された電圧に対応する電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに
供給する。
【００３９】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電源ＥＬＶ
ＤＤとの間に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【００４０】
　制御トランジスタＣＭの第１電極は、画素回路１４８に接続され、第２電極は、有機発
光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。そして、制御トランジスタＣＭのゲ
ート電極は、第２発光制御線Ｅ２に接続される。このような制御トランジスタＣＭは、第
２発光制御線Ｅ２に第２発光制御信号が供給される時にターンオフされ、発光制御信号が
供給されない時にターンオンされる。一方、第１サブ画素１４２は制御トランジスタＣＭ
のゲート電極が第１発光制御線Ｅ１に接続されるのを除いて同じ構成に設定される。
【００４１】
　図７は、本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。図７を説
明するにおいて、図２と同じ構成については同じ図面符号を付し、詳細な説明は省略する
。
【００４２】
　図７を参照すれば、本発明の第２実施形態に係る有機電界発光表示装置においてデータ
線Ｄ１～Ｄｍ／２は同一の水平ラインに形成され、互いに隣接するように位置する第１サ
ブ画素１４２及び第２サブ画素１４４と共通して接続される。この場合、図２の有機電界
発光表示装置に比べてデータ線Ｄ１～Ｄｍ／２の数を半分に減らせるという長所がある。
【００４３】
　データ駆動部１３２は、ｉフレーム期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍ／２のそれぞれに右側デ
ータ信号を供給し、ｉ+１フレーム期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍ／２のそれぞれに左側デー
タ信号を供給する。ｉフレーム期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍ／２に供給された右側データ信
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号は、第１サブ画素１４２に供給され、ｉ+１フレーム期間にデータ線Ｄ１～Ｄｍ／２に
供給された左側データ信号は、第２サブ画素１４４に供給される。この他の構成及び駆動
方法は、図２と同一であるので、詳細な説明は省略する。
【００４４】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４５】
１１０　第１走査駆動部
１２０　第２走査駆動部
１３０　データ駆動部
１５０　タイミング制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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